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山梨県南都留郡山中湖村長池地区では,集落空間を活用したまちづくり活動や村内の道路の整備の議論が

進められている．本研究では,長池の集落構造について,生業の変化と道に着目して調査・分析を行った.昭
和30年代の農業から観光業への生業の変化,車の交通量の増加に伴った道路の舗装を契機に,集落構造が大
きく変化し,現在の集落構造が形成されたことを明らかにし,土地の地割や所有形態と社会構造に関わりに
ついて考察を行った. 
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１．はじめに 
	
 

(1) 背景と目的	
 
	
 山梨県南都留郡山中湖村では現在,富士山の世界文

化遺産登録を契機に,住民参加のまちづくりを伴った

湖畔景観の改善や村内の道路整備が進められている.

農村集落としての集落空間の面影を残す長池地区に

おいても,特徴ある集落空間をいかしたまちづくり活

動が住民主体で進められる一方,車両交通の利便性向

上や安全面の観点から,集落内の道の拡幅などの議論

も行われている.まちづくりや道路整備に向けた議論

の場においては,関係者が集落の構造や地域の歴史に

関する認識を共有する必要がある.	
 長池集落の道は,

かつて農作業や山仕事で用いられた農道や,堀を埋め

立てた道,車の利用が増え拡幅や舗装等の整備が行わ

れた道など,それぞれに異なる履歴を持つ.長池地区

の集落構造,道の変容過程について民俗学や郷土史の

既往研究において,断片的な情報はあるものの,まと

まって整理された資料はない.	
 

	
 長池地区の所有形態や地割,および道のネットワー

ク構造は非常に特徴的である.もともと少数の家で土

地を分け合い,山仕事や農作業を複合的に行う事で集

落範囲を拡大させずに生活してきた集落であり,住居

や田畑として利用する土地の所有形態,それらをつな

ぐ道の形態は社会構造と密接に関わりあっていたと

考えられる.	
 

	
 以上より本研究の目的は,道と土地所有形態に着目

し,生業の変化や社会構造との関係性を整理した上で,	
 

長池地区の集落構造を明らかにすることとする.	
 

	
 

(2) 研究手法	
 
	
 長池地区には地域の歴史に関する文献資料が整理

された形ではほとんど残っていない.本研究では,山

中湖村史を初めとする郷土資料を基本に,土地登記簿

や道路台帳などの行政資料を用い,補足的なヒアリン

グ調査を実施して研究を行った.	
 

	
 具体的には集落の生業の変遷について,村史などの

文献調査および地域住民へのヒアリング調査により

情報を収集し,集落構造については国土地理院発行の

旧版地形図や行政資料を用いた.	
 

	
 また,ヒアリング調査において,集落内の道の使わ

れ方やその変化,道の拡幅や舗装が行われる前後の集

落の変化に加え,土地の所有形態や地域の活動および

それを支える組織などについて話を聞いた.	
 

	
 本研究で用いた主な資料を表-1に記載する.また,ヒ

アリングの概要を表-2に整理示す.	
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